
函館中央病院で診療を受けられる皆様へ 

当院では、下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。  

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、情報を研究目的に利用されることを

希望されない場合は、下記の連絡先へお問い合わせ下さい。  

 

①研究課題名  小児における B 群連鎖球菌感染症ナショナルサーベイランス 

②対象者  倫理委員会承認前に、侵襲性 B 群連鎖球菌感染症 (血液や髄液などから B 群

連鎖球菌を検出した場合に診断される)により函館中央病院に入院または通院

された患者様。 

③実施予定期間    当院倫理委員会承認日～西暦 2027 年 3 月 31 日 

④実施機関  函館中央病院 

⑤研究代表者  氏名  菅井 基行 所属  国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター センター長 

⑥当院の研究代表者  氏名  中島 美佳 所属  社会福祉法人 函館厚生院 函館中央病院 小児科 

⑦使用する検体・データ  無菌検体（血液、髄液、関節液、腹腔内膿瘍等） 

⑧目的  ①感染症を引き起こした GBS の細菌学的特徴を把握することができます。 

②ワクチンが有効と予想される GBS の種類 (莢膜型の分布) を把握すること

ができます。 

③経時的な菌の特徴の変化を遺伝子レベルで評価することができます。 

⑨方法  倫理委員会承認前に当院において検体 (血液、髄液、関節液、膿、耳漏など) 

から検出された GBS の菌株を収集します。また、保存されていた菌株に加

え、簡潔な診療情報 (検体採取日、患者様の生年月日、性別、菌株の由来) を

国立感染症研究所へ送付します。 

⑩倫理審査  函館中央病院倫理委員会              

⑪公表  研究成果は、学会での発表及び論文により学術誌への発表を行う予定です。  

⑫プライバシー  本研究では、特定の個人を識別することができないものになっています。  

⑬試料・情報の保管

及び廃棄 

本研究で得られた情報は、最終の論文等の発表から 10 年を経過したのち廃

棄します。 

⑭利益相反  本研究は企業との共同研究ではなく、企業からの資金提供もありません。  

⑮資料の参照  本研究について詳しく知りたい場合は、研究責任医師までご連絡ください。  

⑯問い合わせ  連絡先  社会福祉法人 函館厚生院 

函館中央病院 

電話  0１３８-５２-１２３１ 

（代表）  

お問い合わせ内容をお伺いいたします。  

後日、あらためて研究者より直接回答いたします。  

【当院の相談窓口】 

函館中央病院 小児科医師 中島 美佳 

 本研究のノウハウやアイデアに関する情報については公開できませんのでご了承下さい。  

 函館中央病院 病院長  


